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◆
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
を
と 

○春 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
尾
芭
蕉 

◆
や
れ
打
つ
な
蠅
が
手
を
す
り
足
を
す
る
○夏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
林
一
茶 

◆
柿
く
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺 

○秋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

正
岡
子
規 

◆
大
根
煮
て
皆
既
月
食
待
ち
に
け
り 

○冬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

羽
田
任
木
子 

◆
酔
客
の
声
知
ら
ぬ
ふ
り
ク
リ
ス
マ
ス 

○冬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
亭
骨
太 

   

●
軒
先
に
吊
る
す
干
し
柿
百
五
十 

 
 

 

夕
日
の
色
を
閉
じ
込
め
て
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
村
節
子 

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
若
者
多
数 

亡
く
な
り
て
弔
い
の
花
韓
国
も
菊 

 
 

 
 

 
 

 

福
島 

恵 

●
コ
ー
ヒ
ー
の
甘
き
か
お
り
の
ひ
と
と

き
に
ひ
と
り
暮
ら
し
み
た
さ
れ
て
お
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

末
永
タ
カ
子 

●
お
互
い
の
顔
知
ら
ず
し
て
早
朝
の
散

歩
で
交
わ
す
挨
拶
五
人 

荒
尾
洋
一 

   

★
仕
方
な
い
笑
っ
て
あ
げ
る
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
グ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
尾
八
女 

★
少
子
化
の
子
孫
に
残
す
大
借
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

榊
原
喜
寿 

★
群
集
と
い
う
名
の
凶
器
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
塚
楯
征 

★
「
聞
く
耳
」
を
岸
田
総
理
は
使
い
分
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
崎
博
通 

★
五
十
代
老
け
る
に
早
い
カ
ズ
ダ
ン
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
塚
眞
男 

 

俳
句
の
し
く
み 

① 
五
七
五
の
十
七
音 

② 

季
語
が
入
る
（
季
節
を
表
す
魔
法
の

言
葉
。
） 

③ 

切
れ
字
が
あ
る（
や 

か
な 

け
り
） 

短
歌
の
し
く
み 

① 

五
七
五
七
七
の
三
十
一
音 

② 

季
語
は
い
ら
な
い
。 

川
柳
の
し
く
み 

① 

五
七
五
の
十
七
音 

② 

季
語
は
い
ら
な
い
。 
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これからの進め方（案） 

１． 青山サロンの「ハイクだより」で、夏井いつき先生の「俳句の作り方」を紹介

する。とともに、「宮日新聞」の月曜日の「宮日文芸」などから俳句や短歌、川

柳をできるだけたくさん紹介して読んでもらう。 

２． 青山のみなさんが作った俳句や短歌、川柳などを青山公民館のポストに入れて

もらう。それを毎月の「ハイクだより」で紹介していく。 

３． できれば、俳句の先生に講師として来ていただいてみんなの俳句を添削、指導

してもらう。 

４． それから今後、公民館で集まってみんなで「俳句会」をひらく。飲みながら、

食べながら楽しくできるといいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山サロン 

ポスト 
俳句・短歌・川柳・詩 

青山公民館

の入り口に

設置します 

紙と鉛筆が

あればでき

ます！ 

俳
句
な
ど
の
作
者
名
は
、
本
名
で
も
い
い
で
す
が
、
俳
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を

考
え
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
俳
号
は
当
分
の
間
秘
密
と
し
ま
す
。 
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